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本事業で取り組む具体的な事業内容

成田山新勝寺へ通じる新道通り（通称：裏参道）にかつての賑わいを取り戻し、レト
ロな街並みを残す路地裏の文化を紡ぐために、点在する空き家を整備すると共に、
空き地に周辺観光資源への周遊を促進するための複合施設を整備し、インバウン
ドを始めとする観光客と地域住民の交流を活性化するイベントや、飲食・宿泊等の
事業を展開する。本事業では、複合施設整備のフェーズ1として、観光案内所・トイ
レ・防災設備・備品等格納用倉庫を新築し、広場の整備を行う。

事業を通じて実現したい「地域観光のストーリー」

本事業では、インバウンドのタビマエからタビナカにかけて成田への関心を醸成し、
旅の最後に立ち寄ってもらうことで、日本の日常文化を体験してもらう（旅の最初の
訪問も想定）。訪日前は「NARITA BEYOND」等で“落ち着いて日本文化を体験で
きる場所”として認知を図り、来日直後も空港や周辺ホテルで情報発信を行う。
観光客はその後、東京や京都を巡る中で混雑に疲れ、落ち着いた体験を求めるよ
うになる。帰国前に成田を想起し、短時間でも立ち寄れる観光地として訪問を促す。
成田到着後は裏参道の複合施設を拠点に情報を得て、地域との交流を通じて関心
を高める。裏参道では古民家カフェや古着店などで日常文化に触れ、表参道では
食器や包丁、酒蔵、鰻など日本の伝統文化を体験する。
最後に成田山新勝寺で御護摩祈祷などの精神文化に触れ、旅を締めくくる。
本導線により、短時間で多様な日本文化を体験できる満足度の高い滞在を実現し、
成田への立ち寄り促進と観光需要の分散、地域消費の向上に寄与する。

整備対象施設一覧

仮称：成田裏参道複合施設
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連携団体との役割分担

目標設定（KPIや期待される波及効果等）

<回遊KPI>施設利用者数（18,000人）、施設の観光案内所で情報を得た人数（9,000
人）、施設を起点に周辺観光資源を回遊した人数（5,400人）／<事業KPI（フェーズ2
完成後）>施設における利用者の消費額（72百万円）イベント・家賃の収入（18百万
円）／<地域KPI（裏参道）>外国人観光客数（10万人）、観光消費額（500百万円）

総事業費： 48,708,000円
補助金交付申請額：24,354,000円
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補助金申請区分

✓ア 建造物等の新築、改修、除却、整
備等に係る経費

✓イ 建造物等の周辺環境の
整備等に係る経費

★

本事業
（フェーズ1）
対象部分

本事業終了後の計画

○令和９年度、複合施設の新築工事（ブルワリーorカフェ、ゲストハウス予定）
・空き家2棟程度の整備（宿泊施設）
○令和10年度、周辺空き家3棟程度（飲食・カフェ・物販・サービス・宿泊など）
○令和11年度、周辺空き家5棟程度（飲食・カフェ・物販・サービス・宿泊など）
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